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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期

第１四半期累計期間
第26期

第１四半期累計期間
第25期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 4,151,354 5,040,193 18,000,829

経常利益 (千円) 116,033 226,731 784,369

四半期（当期）純利益 (千円) 63,568 127,016 357,145

持分法を適用した場合の投資

利益又は投資損失（△）
(千円) △13,449 ― ―

資本金 (千円) 344,457 344,457 344,457

発行済株式総数 (株) 1,410,000 1,410,000 1,410,000

純資産額 (千円) 2,229,010 2,587,080 2,521,953

総資産額 (千円) 7,598,412 8,335,117 7,719,739

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
(円) 45.09 90.10 253.34

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 43.00

自己資本比率 (％) 29.3 31.0 32.7

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失については、第25期、第26期第１四半期累計期間は持分法を適

用する関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

　

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災による直接的被害のほか、原発

事故による電力不足問題、風評被害などにより、依然として景気の先行きが不透明な状況となっております。

医療機器業界におきましては、経営改善に努める医療機関等取引先からの販売価格引き下げ要求は依然として高

く、医療機器業界をとりまく経営環境は依然として厳しい状況にあります。

このような情勢のもと、当社では、経営の効率化、西日本エリアでの不整脈事業の販路の拡大、メーカーとの連携

強化、社内教育体制の充実等、より競争力のある企業体制の構築、企業価値の向上に努めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における売上高は5,040,193千円（前年同期比21.4％増）、営業利益

226,731千円（前年同期比98.6％増）、経常利益226,158千円（前年同期比94.9％増）、四半期純利益127,016千円

（前年同期比99.8％増）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①不整脈事業

西日本エリアでの新規顧客獲得を目指すとともに、既存顧客に対する付加価値の高い提案型営業を行う販売体制

の構築に注力した結果、植込み型除細動器（ＩＣＤ）、両室ペーシング機能付き植込み型除細動器（ＣＲＴ－Ｄ）

や電極カテーテルなどの主力商品が販売数量を伸ばし、当第１四半期累計期間の不整脈事業の売上高は4,146,186

千円（前年同期比18.7％増）、セグメント利益は547,898千円（前年同期比6.1％増）となりました。

②虚血事業

静岡エリアでの事業譲受による販路拡大にともないバルーンカテーテル等が好調に推移した結果、当第１四半期

累計期間の虚血事業の売上高は780,355千円（前年同期比26.5％増）、セグメント利益は306,021千円（前年同期比

22.0％増）となりました。

③その他

当第１四半期累計期間のその他の売上高は113,650千円（前年同期比182.9％増）、セグメント利益は14,731千円

（前年同期比140.1％増）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

(3）研究開発活動

該当事項はありません。

　

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末に比べ572,751千円増加し、7,737,955千円となりま

した。これは主に売上の増加にともない受取手形及び売掛金が増加したことによるものであります。固定資産は、前

事業年度末に比べ42,626千円増加し、597,161千円となりました。これは主に投資有価証券が増加したことによるも

のであります。

これらの結果、当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ615,378千円増加し、8,335,117千

円となりました。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末に比べ530,692千円増加し、5,457,610千円となりま

した。これは主に売上の増加に対応した仕入の増加にともない買掛金が増加したことによるものであります。固定

負債は、前事業年度末に比べ19,558千円増加し、290,426千円となりました。これは主に長期借入金が増加したこと

によるものであります。

これらの結果、当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ550,251千円増加し、5,748,036

千円となりました。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ65,126千円増加し、2,587,080千円となりま

した。これは主に四半期純利益127,016千円及び剰余金の配当60,618千円によるものであります。

これらの結果、自己資本比率は31.0％（前事業年度末は32.7％）となりました。

　

(6）経営者の問題意識と今後の方針について

医療機器業界においては、特定保険医療材料の保険償還価格改定や市場の激しい価格競争等、当社を取り巻く事

業環境は、今後も厳しい状況が続くものと認識しております。

当社の経営陣は、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めており、引き

続き積極的な営業活動を展開すると共に、徹底した品質管理の向上に努め、顧客ニーズを捉えた施策による成長を

推し進めて、社会から信頼される企業集団として企業価値を向上させてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,500,000

計 5,500,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,410,000 1,410,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,410,000 1,410,000 ― ―

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
― 1,410,000 ― 344,457 ― 314,730

　　

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　　

EDINET提出書類

ディーブイエックス株式会社(E03005)

四半期報告書

 6/19



(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　　200 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 　1,409,600 14,096
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

単元未満株式（注） 普通株式　  　 　200 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,410,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,096 ―

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式57株が含まれております。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ディーブイエックス株式

会社

東京都練馬区小竹町

一丁目16番１号　　
200 ― 200 0.01

計 ― 200 ― 200 0.01

　　　　

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ディーブイエックス株式会社(E03005)

四半期報告書

 7/19



第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,083,963 2,168,604

受取手形及び売掛金 4,351,969 4,866,664

商品 601,715 586,859

繰延税金資産 61,656 48,390

その他 67,298 69,036

貸倒引当金 △1,400 △1,600

流動資産合計 7,165,203 7,737,955

固定資産

有形固定資産 215,851 216,096

無形固定資産 61,876 74,440

投資その他の資産

投資有価証券 61,863 101,127

差入保証金 101,385 97,176

繰延税金資産 104,283 98,953

その他 36,226 36,318

貸倒引当金 △26,952 △26,950

投資その他の資産合計 276,806 306,625

固定資産合計 554,535 597,161

資産合計 7,719,739 8,335,117

負債の部

流動負債

買掛金 4,263,342 4,686,662

短期借入金 100,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 187,331 168,004

未払法人税等 129,000 83,000

賞与引当金 90,608 29,939

売上値引引当金 － 49,703

その他 156,635 290,300

流動負債合計 4,926,917 5,457,610

固定負債

長期借入金 102,636 119,225

退職給付引当金 96,540 101,568

役員退職慰労引当金 56,218 55,756

その他 15,472 13,876

固定負債合計 270,867 290,426

負債合計 5,197,785 5,748,036
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 344,457 344,457

資本剰余金 314,730 314,730

利益剰余金 1,863,787 1,930,184

自己株式 △437 △437

株主資本合計 2,522,537 2,588,935

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △583 △1,854

評価・換算差額等合計 △583 △1,854

純資産合計 2,521,953 2,587,080

負債純資産合計 7,719,739 8,335,117
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(2)【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,151,354 5,040,193

売上原価 3,377,780 4,171,542

売上総利益 773,574 868,650

販売費及び一般管理費

給料及び手当 248,349 264,977

賞与引当金繰入額 28,367 29,939

役員退職慰労引当金繰入額 1,662 1,537

退職給付費用 4,345 5,387

その他 376,700 340,077

販売費及び一般管理費合計 659,425 641,919

営業利益 114,149 226,731

営業外収益

受取利息 1,061 7

為替差益 2,174 300

その他 268 196

営業外収益合計 3,504 504

営業外費用

支払利息 1,619 1,077

営業外費用合計 1,619 1,077

経常利益 116,033 226,158

特別利益

貸倒引当金戻入額 402 －

固定資産売却益 － 218

特別利益合計 402 218

特別損失

固定資産除却損 － 464

固定資産売却損 － 69

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,125 －

特別損失合計 1,125 533

税引前四半期純利益 115,311 225,843

法人税、住民税及び事業税 75,032 80,289

法人税等調整額 △23,290 18,537

法人税等合計 51,742 98,826

四半期純利益 63,568 127,016
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。
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【会計方針の変更等】

当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。

　

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 79,121千円 71,388千円

　

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 20,233千円 16,315千円

のれんの償却額 845千円 2,096千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 56,394 40平成22年３月31日平成22年６月28日利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 60,618 43平成23年３月31日平成23年６月29日利益剰余金

 
　

（持分法損益等）

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円）　 177,971 ―

持分法を適用した場合の投資の金額（千円）　 117,844 ―

持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失（△）

の金額（千円）　
△13,449 ―

（注）当社は当第１四半期累計期間においては、持分法を適用する関連会社が存在しないため記載しておりませ

ん。　

 　

（企業結合等関係）

当第１四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）１
合計
（注）２不整脈事業 虚血事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,494,455616,7264,111,18240,1724,151,354
セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,494,455616,7264,111,18240,1724,151,354

セグメント利益 516,617250,820767,438 6,136 773,574

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化器

事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
　　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
　
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
　
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）１
合計
（注）２不整脈事業 虚血事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,146,186780,3554,926,542113,6505,040,193
セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 4,146,186780,3554,926,542113,6505,040,193

セグメント利益 547,898306,021853,91914,731868,650

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、脳外科事業及び消化器

事業等を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の合計額は四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
　　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
　
（のれんの金額の重要な変動）

特記すべき重要な事項はありません。
　
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 45円09銭 90円10銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 63,568 127,016

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 63,568 127,016

普通株式の期中平均株式数（株） 1,409,804 1,409,743

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年８月12日

ディーブイエックス株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮入　　正幸　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢崎　　弘直　　㊞

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているディーブイエックス

株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第26期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ディーブイエックス株式会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　 

以　上

　 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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